
地域における友の会の役割 

小豆沢病院健康友の会 小田恵美子 

１９９１年友の会で区へ出していた
「乳ガン検診申し込みをハガキで」の
要求が実現。区や保健所へ受診票
をもらいに行かなくても良くなりました。 

友の会の要求実現 

小豆沢病院健康友の会は１９８１年に創立。「より良い医療を地域から」
「地域まるごと健康づくり」をモットーに活動。昨年３０周年を迎えました。 



医療機関との出会い  患者の家族としての関わり 

町医者（個人医院） 

区内 I 病院   

小豆沢病院との出会い 

小豆沢病院健康友の会
との出会い 

患者の家族としての関わり 
患者本人としての関わり 

友の会役員としての関わり 

昭和47年（1972年） 当時 

昭和53年（1978年）頃～ 

平成7年（1995年）～役員  
平成14年（2002年）～専従事務局 



患者の家族として、患者として感じた思いと友の会 

差額ベッド代 安心・安全の医療 
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病気だけでなく、患者や 
家族の心も診る医療 

事業所を利用するだけでなく、その運営に参加し、  「健康・社
会保障・平和・事業所の経営を守る活動」 など「健康で安心し
て住み続けられるまちづくり」を職員とともにすすめている友の
会活動。 



相互信頼と協力によって成り立つ医療 

昔の患者さんからよくこんな言葉を聞きます。「昔は○○先生の顔を見
ただけで具合が良くなった気がしたもんだよ」「○○先生は、よく話を聞
いてくれる…」などなど。最近の患者さんからは、「○○先生はパソコン

見るけど私の顔はあんまり見ないね」とか「病状が安定しているからか
あまり話聞いてくれない」などの声を聞くことがあります。私を含め患者
はわがままです。患者にとっては、医師や看護師をはじめとする病院職
員は、人生を預ける相手であり、唯一の人達なのです。たった一言で
信頼関係がうまれることもある反面、その対応の仕方で信頼関係が崩
れ治療に影響することもあります。コミュニケーションを大切にしてくださ
い。笑顔ひとつが、心を和ませ、安心を与えるのではないでしょうか。 
 

「貧困と疾病は深い関係がある」「特に一人暮らしで生活困難な人ほど
大変」といわれています。健康やくらしを支え合う助け合いのネットワー
クづくりやボランティア活動を組織化することなどが必要です。 
 



会員の高齢化と地域型友の会への転換 

◇１９９３年（平成５年）頃の友の会は、独自の事務所を確立。活動
が飛躍的に発展、会員は５０００世帯をめざすまでとなり、班も８９班
と各地域に存在していた。しかし、当時の会員も７０代～９０代と高
齢化し、現在は１８００世帯、班も７班と大幅に減少している。 

 

◇事務所での声かけや聞き取りなどで、「高齢になりお互いに訪
問し合ったり、友人と度々連絡を取り合うといった関係を持たない
高齢者」の多いことがわかり、日常的な見守りや「助けて」といえる
人間関係づくりのために、地域に高齢者の交流の場をつくる必要
性を感じました。2002年から地域支え合い活動などに力を入れ、
病院の応援団から地域に役立つ、地域に必要とされる地域型友
の会への転換を模索し始めました。 



「おしゃべり喫茶」「高齢者会食会」の立ち上げ 

孤独者をつくらない 助け合い仲間づくり 
「助けて」と言える人間関係づくり 
地域ふれあい 支え合い活動 ワンコインで集える居場所 

人と会う 
人と話す 

笑う 
体を動かす 

いつまでも元気にいきいきと暮らすための特効薬 
閉じこもりを防止して、声をかけ合えるつながりづくり 



孤独防止 安価で集える居場所の提供。 
地域の「たまり場」をめざし、２００２年に
開始。 

おしゃべり喫茶開始 

クイズ、間違い探し、体操、
歌、ゲーム、お茶タイムは
おしゃべり 

２００４年９月社会福祉協議会の「地域ふれあい・支
え合い活動助成金」の対象となり「喫茶あずさわ」
を開始。「喫茶しむら」とあわせて月２回となる。 

２００８年１０月、板橋社会福祉協議会の私のまち
の茶話処「福祉の森サロン」に認定され、補助金
や保険が受けられることになりました。  

協働 「福祉の森サロン」として活動することで、社会福祉
協議会や総合ボランティアセンターとの連携が出来、
幅広く地域住民に活動を知ってもらえるようになった。 



福祉の森サロン１０／１現在 １０１ヶ所 



「おしゃべり喫茶」を通して感じた高齢者の実態 

３．８０代 Ｃさん マンションで一人暮らし 足が悪いがシルバーカーを押し
ながら参加。行動派で頭もきれる。高層階に住んでいるため、地震の恐怖。 
地震の時に、「大丈夫？」の電話がかかり、心強かったとのこと。 

１．大正元年生まれで、戦争で婚約者を亡くし、独身。公務員で職業婦人
のはしりのようなかたで、年金あり。８０歳後半で白内障の手術で近くの病
院に３日ほど入院。保証人と保証金５万円が必要。また、足が悪いのでトイ
レのそばの部屋にしてもらえないかと言ったところ１日２万円の個室。 
 

２．７３歳男性 独身で一人暮らし。生活保護。具合が悪いから家に来て欲  
しいと電話があり、訪問。民生委員さんと連携。 



高齢者会食会 ※板橋区の給食サービス助成金(７０歳
以上の一人暮らし又は高齢者世帯対象)
を利用した無料会食会の立ち上げを検
討、申請書を提出したが、区の助成金
廃止が決定され、有料の会食会となった。 
1食５００円 

スタッフも一緒に会食 
みんなで食べるって最高！ 
待機者も出ています。 

食後の取り組みはいろいろ。 
手芸、手話、健康談話、毎回
期待されています。 

２００３年度から開始。 



１日誰とも話さ
ない日が続いて
いた 

昼食もひとりだ
と適当に済まし
てた 

ここに来るとおも
いっきり笑える。 
長生きしてよかっ
た。楽しみ。 

大きな声で歌うたっ
たの何年ぶりかしら。 

息子の所に
引っ越しして
きた。息子に
行ってみたら
と言われた。 

近所の人に誘
われた。昼間
ひとりだとテレ
ビ見るしかな
いから。 

希望者に出席確認
の電話をしてくれる
のがうれしい。 
安い値段でやって
いけるのかな? 
 

良い企画ですね 
カンパします。 

会食会・おしゃべり喫茶を取り組んで参加者が変わった 

寂しそうな人を
見ると誘いたく
なる。 



班会では、毎回血圧測定・体脂肪測定を行い、個人カードに記入しま
す。健康でいられるための医療・介護制度をさらによくする運動とあわ
せて、積極的に健康になるための「自分づくり」をしています。 

班 会 

き 蓮沼班会「健康体操」をテーマに開催。  

みんなで楽しく参加型で健康づくり 

要求を持ち寄る場 

楽しく集まる場 

交流が出来る場 

健康・生活情報が 
得られる場 

班員の実態把握と
日常的な見守り 



1994年11月「ほほえみポスト」病院内１０カ所設置。 

より良い医療を地域から 病院利用委員会の取り組み 

患者の目線で施設をチェック 
施設改善活動に取り組んでいます 

患者・住民の声
を届け、病院と
協同で改善方法
を相談、問題解
決に取り組んで
います。 

～患者さんのかかりやすさ
を応援します～ 
「ハッキリ！受診メモ」 



保健講座 健康チャレンジ 

 春・秋 
健康ウォーキング 
       

病院とともに地域まるごと健康づくり 

青空健康チェック 

第４弾健康チャレンジ
が１０月に出来ました。 
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